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高橋 進 (山口大 ･教韮部 ･生物)
プロテインキナーゼ活性は,生体内において､
刺激に応答して生ずるセカンドメッセンジャー丘
により調節されている｡A-キナーゼに例をとる
なら,ホルモンー受容性総合の情報がG一蛋白質
に伝えられ,アデニルシクラーゼを活性化 (また
は抑制)してcAMP量を変化させ,活性調節をう
けている｡ところが,cGMPをセカンドメッセン
ジャーとする応答系については不明の点が多い｡
-78-
